










要旨:雑種成大 22 頭(体重 3.6-8.0kg,平均 6.1±1.0kg)を用いて大動脈縮窄症を作成し、1

ヵ月後に通常バルーンを用いた拡張術(BA)、Radiofrequency thermal (RF) balloon 拡張

術およびステント移植を行い、その後慢性的に組織変化を観察した。内膜の増殖の定量的

計測では RFバルーン>>通常バルーン>ステントであった。その組織学的機序は障害された

内弾性板の下部中膜より平滑筋細胞、線維芽細胞の増殖であり、バルーンによる内皮細胞

障害は 13 日までにはほぼ修復され、 30 日までは細胞内器官の豊富な合成型平滑筋細胞

か出現していた。血管壁の反応性では、ステントがより再狭窄の点で適当であると言える。


